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2月 16日（火） 給食会議 

2月 17日（水） 施設内研修 

2月 20日(土) 利用者健康診断 

2月 21日（日） いとまん産業福祉 

まつり 

2月 23日（火）天皇誕生日 

3月 2日（火）防災自主検査 

3月 3日（水）職務会議 

3月 17日（水）支援会議 

（利用者午後休み） 

3月 20日（土） 春分の日 

 

3月 27日（金） 理事会 

3月 28日（土） 余暇活動 

 

 

第 232号 

号 

令和 3 年 2 月 1 日（月）から、「就労支援セン

ターたまん」の新しい仲間になった、大城 勝(オ

オシロ マサル)さんです。とても器用で「だいず

若葉」の収穫作業もすぐにマスターし、大地班の

皆さんと作業に励んでいます。 

少し恥ずかしがり屋な印象ですが、笑顔がとて

も素敵な勝さんなのですぐに「たまん」の仲間と

仲良くなれると思います。これから暑い季節に入

りますが、体調に気を付けながら大地班の作業を

一緒にがんばりましょう！！ 

 

コロナ禍において、地域住民相互の関係性の希薄化や長期的な経済の低迷が続いているなか、市

民をはじめ福祉関係者や農業・漁業・その他経済団体関係者が連携することで、地域における福祉

課題の解消と事業所や企業商品のＰＲや販売促進を図り、併せて地域活性化を目指すことを目的に

「いとまん産業・福祉まつり」が開催されます。出店やバザー等があり「たまん」も出店しますの

で、お時間のある方はぜひご参加下さい！！ 

 

日 時 ： 令和 3 年 2 月 21 日（日）※新型コロナ等の影響で中止となる場合があります。 

時 間 ： 12 時００分（正午）～15 時００分 

場 所 ： 糸満市真栄里屋外運動場（糸満市社会福祉センターとなり） 

問合先 ： 糸満市社会福祉協議会（ＴＥＬ994-0563） 

令和３年２月１０日（水）、「たまんだより」229 号で掲載されました SOMPO パラリンアート

カップにて茂屋英敏さんが受賞したことを受け表彰式が開催される予定でしたが、新型コロナウ

イルス感染症の影響で中止となり、郵送にて表彰状が届きましたので、改めて「たまん」で表彰

式を行いました。皆さんの前で表彰されたくさんの拍手を受け、誇らしげな表情でした。本当に

おめでとうございます。次回作も楽しみにしています。 

 

「たまん」では、糸満市のもえるゴミ袋、資源ご

み袋を販売しています。購入希望の方は、「たまん」

事務所までお声掛けください。 

もえるゴミ袋（大） 250 円 

もえるゴミ袋（中） 180 円 

資源ゴミ袋（中）   70 円 

開所時間  8：30～17：30 まで 

トライ班では、新聞紙を菊農家さんや

琉球ガラスさんへ販売し、その売り上げ

は利用者さんの大切な工賃となります。

また、訓練の一環として取り組んでいる

新聞広げ作業や折り曲げ作業は利用者

さんの就労意欲や作業意欲の向上に欠

かせない大事な作業訓練の一つとなっ

ています。琉球新報、沖縄タイムス、聖

教新聞、その他の新聞紙何でもいいので

不要な新聞紙があればぜひ、トライ班へ

ご提供お願いします。 

 
2 号ハウスでは、野菜、花苗の栽培に取り組

んでいます。ベゴニア、インパチェンス、マリ

ーゴールド、キンギョソウ、トレニア、メラン

ポジウム等、どの種類の苗もたまんのハウスに

て 1 鉢 40 円で販売しております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

サン班の中であいさつが上手な利用者さんといえば、金城正輝さんの名前が

浮かぶでしょう。朝出勤すると周りにいる他利用者さんや職員に対して一人ず

つ丁寧にあいさつをする姿が印象的です。お仕事内容は、お菓子等の袋詰め作

業や新聞の折り曲げ作業、施設外就労における数え作業など幅広いお仕事を素

早く仕上げてくれて、とても助かっています。その一方で困っている他利用者

さんがいたら手伝う様子も見られ、正輝さんの心優しい一面にほっこりしてい

ます。また、CMのワンフレーズを口ずさむユーモアも兼ね備え、周りを癒して

います。そんな素敵な正輝さん！今後も様々な作業に挑戦して、「たまん」で楽

しく過ごしていきましょう。 

 
いつも職員に芸能ニュースやテレビドラマの話をしてくれる茂屋英敏さん！

とても情報通で、職員も知らないニュースやテレビのエンタメをお話ししてく

れます。作業面では施設外就労でのダンボール仕切りの作業から、お菓子詰め・

シール貼り・袋とじなどの受託作業、Ｔシャツたたみの作業も積極的に行い、

幅広く作業をこなせるベテランさんです。また、絵を描くことも好きで、今年

の『SONPO パラリンアートカップ』にて SONPO ジャパン賞を受賞され、芸術面

でも素晴らしい活躍を見せています。また今後の活躍にも期待しています。こ

れからも一緒に「たまん」で目標に向かって頑張っていきましょう！！ 

 

就労継続 B型に配属となり 3年目に入りました。作業能力・コミュニケーシ

ョン力が高くどんな作業も器用にこなす桃原龍也さんです。「今、一番好きな

作業は？」と聞くと「線香の作業」、「新聞の作業」、「あと・・・」と、沢山の

仕事をしてみたいとやる気に満ち溢れた表情を見せてくれました。 

行事、余暇活動の際は、積極的に参加し歌やダンスを披露し皆を楽しませてく

れます。好奇心旺盛な龍也さん。今後も色々な作業に挑戦し頼もしい存在にな

ってくれる事を楽しみにしています。 

 

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言期間が令和３年２月２８日（日）まで延長されました。

ご家庭での在宅支援サービスの継続にご協力してくださり誠にありがとうございます。ご家庭にお

いても、引き続き、新型コロナウイルスや、インフルエンザ等から身体を守れるよう感染予防対策

の継続をお願いいたします。 

 

【対策方法】 

①外出時のマスク着用 

②手洗い・うがいの励行 

③十分な休養、バランスの取れた食事 

④室内の空気を換気する 

⑤なるべく人混みを避ける。 

    ※油断せずにみんなで予防・対策を行っていきましょう！！ 
 

緊急事態宣言に伴い、自粛期間が続く中、皆様はいかがお

過ごしでしょうか。なかなか外出もままならず大変な状況が

続いていると思います。 

もしご都合が合いましたら気分転換も兼ね職員の顔も見な

がらアルミ缶や新聞、ダンボールなどをお持ちいただいては

いかがでしょうか！ 

私達職員も皆様に早く会いたくてうずうず、そわそわして

います（笑）緊急事態宣言が解除されるまでどうか健康第一

で元気に過ごされてください。1 日も早く皆様の笑顔が見られ

るのを職員一同、心待ちにしております。 

 

当会では、沖縄県及び糸満市の療育支援、地域支援の向上を図るため、先駆的に児童発達支援セン

ターを設置させていただきましたが、当会を利用する保護者や、相談支援、地域の方々から、設置要

望が多く、地域に受け皿が少ないサービスに取り組んで欲しいというニーズに応え、より一層の障が

い児の療育支援、地域支援、障がい者の就労支援及び地域移行支援等の向上を図るため、国・沖縄県

の補助を得て、ココイク園庭の一部に複合型福祉施設（１階：就労準備型放課後等デイサービス（中

学生・高校生対象）、就労定着支援。２階：グループホーム７名、ショートステイ３名）を整備します。 

今般の複合型福祉施設の建設では、振動や騒音等を極力抑え、療育活動、就労支援には支障の無い

よう細心の注意を払い工事を進めて参りますが、工事期間中、園庭での活動制限等、利用者・保護者・

関係者の皆様には、大変ご迷惑をおかけします。つきましては、地域の療育支援の向上、障がい者の

一般就労及び地域移行への促進に、特段のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、工期と致しましては、３月中旬から着工し１０月末頃に完成を想定しています。（予定） 

 


